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はじめに
　両大戦間のイギリス、この時代は女性の労働に
とってアンビバレントな時代であった。第1次世
界大戦で前線に向かった男性に代わり、その労働
力としての能力を発揮し、待望の参政権を得たに
もかかわらず、戦後女性の労働参加率はむしろ低
下した！。女性は家庭に戻ったのである。何故な
のか。前稿において、その理由を失業保険の観点
から明らかにした2。大恐慌時の大量失業に直面
し、国は女性を扶養家族と規定したのである。働
くことではなく妻としての立場から、女性の福祉
が確保されるという仕組みが明確にされたことが、
女性を家庭に戻す一っの要因となったである。
　だが労働市場のあり方は、国の政策によっての
み決まるわけではないことはもちろんである。前
稿で見たように、これらの逆風にもかかわらず、
女性の労働力率がわずかな減少にとどまっていた
ことは、一方で女性の雇用に対する需要もまた大
きかったということを示すものでもある。
　両大戦間は経済的・社会的にも奇妙な時代であっ
た。大失業時代であり、多くの人々が飢餓で苦し
んでいたかと思えば、ラジオや映画でレジャーを
楽しみ、ビスケットやチョレートなど消費財の拡
大を享受する大衆の生まれた時代でもある。この
消費財の生産拡大を担ったのが自動車や化学、電
＊　明治大学情報コミュニケーション学部専任教授
1　労働力に占める女性の割合にっいてはM．
1992，p．91を参照。　J，
気などの、いわゆる新産業である。産業革命以来
イギリス経済を牽引してきた旧産業の衰退が明白
になる一方で、多くの新産業がようやくイギリス
でも活発な生産を繰り広げ出していた。この時期
の新産業については、その成長の程度は伝統産業
の衰退をカバーするほどではなかったとの説も多
いが、原田聖二によれば、新産業こそが、経済回
復の原動力となり、「両大戦間に現れたイギリス
経済の変貌を象徴的に現している3」産業である。
少なくともこの時代は明と暗が混在し、必ずしも
グレイー色の時代ではなかったことは確かである。
そして今後のイギリス経済を牽引していくのが、
この新産業であることもまた明らかである。
　ところでこの新産業は、女性を多く雇用する産
業である。新産業の多くは生産工程に流れ作業を
導入した。これにより、今までのクラフトに基づ
く熟練労働ではなく、反復的な半熟練労働が創出
されたが、これは女性に適合的な労働である。新
産業の興隆は女性の雇用を拡大したはずである。
一方、この新産業が作り出した消費財の市場を牽
引したのも女性であった。女性を意識した広告、
雑誌が践雇するようになった。このことは消費の
場としての家庭での主婦の役割を強化したのかも
しれない。とするとこの時代、新産業を軸として
女性の雇用労働のあり方が、一方では労働力需要
の面で増加へ向かい、一方では消費面で減少へと
　 　　　　　　　　　　　　　　　Pugh，　X（omen　and　the　Wαηe1τ魯Movement　in　Britαin　1914－1959，　London，
　　　　　　　　　Humphriesによる女性労働参加率の長期的動向を示した表でも、この時期は「停滞」とされている
（J．Humphries，　Women　and　paid　work’，　in　J．　Purvis（ed．），恥ηLθ誌History　Britain，1850－1945，　London，1995，　p．93）。
2　拙稿「イギリス両大戦間の女性労働一雇用労働のからの後退と失業保険」『情報コミュニケーション学研究』第3号、2007
年。
3　原田聖二『両大戦間イギリス経済史の研究』1995年、103頁。
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向かい、その結果としての停滞がもたらされたと
も考えられるのである。
　ところでC．ハキムは、戦後女性の雇用労働に急
激な拡大が生じたというのは神話であると述べて
議論を呼んだ。彼女によれば、平均値で見れば戦
後女性の労働参加はいくらか高まったかもしれな
いが、それは平均値のまやかしであって、一方で
のキャリア志向と一方での家庭志向の両極分解の
結果でしかない。平均値のような女性はいないの
だ、多くはパートタイム労働を自己に都合のいい
労働形態として選び取った女性なのだというので
ある4。最後の点にっいては議論の余地のあると
ころではあるが、女性の姿が決して平均値ではな
い、むしろ両極に分解したのではというのは、傾
聴に値する。さらにいえば、その傾向はこの両大
戦間に芽生えたのではないかということである。
この時期は数字の上では変化の少ない時期である。
しかしその数字の背後にある意味を、新産業を軸
として探る、これが本論の課題である。
1　新産業と女性労働者
（1｝両大戦間における女性労働
　既述のように、両大戦間において、女性の労働
参加は決して増えていない。労働力に占める女性
の割合は1911年29。6％、1921年29．5％、1931年
29．8％であり、女性の労働参加率は1911年35．32
％、1921年33．12％、1931年34．20％である。1923
年から37年にかけての女性労働者の雇用分布に
よると、まず減少しているのが繊維で、この間
102，000人、割合にして7．3％の減少を、それに対
しエンジニアリング、自動車組み立て、金属、商
業・金融ではそれぞれ60％台、食品加工が20％
台の成長を見ている5。さらに衰退産業での女性
の減少は男性のそれよりも激しく、成長産業での
伸びは、やはり女性のほうが大きい6。このこと
は製造業の分野で、女性が急速に新産業へと移動
していることを示している。しかし1930年代に
おいて新産業で働く女性はおよそ50万～75万人
と見積もられており、これは全女性労働者550万
～600万人と比べれば、まだそれほど大きな数字
ではない7ことも事実である。
　女性労働者の年齢構成にも大きな変化はない。
ハキムを引用したG。ホロウェイによれば、1901
年から31年にかけて働く女性の3分の2以上は
35歳以下であり、4分の3以上は独身である5。
ただし1901年に35歳以下が73％に対し1931年
には69％、35～69歳が1901年22％に対し、1931
年26％と9、変化の兆しはある。
　また、これらの女性が依然として、女性の集中
するいわゆる「女性産業」に集まっていたという
事実にもなんら変化はなかった。1931年の時点で
女性の半数は、女性が80％以上を占ある職業に雇
用され、更に4分の3は、50％以上が女性のとこ
ろで働いていた10。職種単位で見ればこの傾向は
更に強く、この時期においても男女が同じ職種で
働くことはほとんどなかった。
②　新産業における女性　一研究史の検討一
　新産業における女性労働にっいての研究はそれ
4　C．Hakim，，’Five　feminist　myths　about　women「semployment’，　British　Joumal　of　Sociology，　vol．46，　no．3，1995．
5　MGIucksmann，　Women　Asserrzble：Woη1e几四〇rんθrsαnd　the　IVeωIndustries　in　Inter－　Wαr　Britain，　London，1990，
pp．50－53．
6　たとえば農業の減少率は男性4．7％に対し女性33．0％、電気器具における上昇率は男性29．4％に対し女性39．4％である（S．
Walby，　Pαtriarchy　at四〇r島，　Oxford，1986，　p．169）。
7　M，Glucksmann，’ln　a　class　of　their　own？Women　workers　in　the　new　industries　in　inter－war　Britain伽，アθml陀lsε
Revieω，　no．24，1986，　p．11．
8　G．HollQway，　VVomenαn（i　TVorh　in　Britαin　since　1840，0xon，2005，　p．150．
9　Jbid．，　p．150，　Table　8－1．
10M．　Glucksmann，　op．cit．，　p．55．
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ほど多くはない。最初の踏み込んだ研究はM．サ
ヴェジのものであろう11。ここでの問題意識は、
新産業における女性の重要性ではなく、むしろな
ぜそれほどには女性が雇用されなかったかにある。
サヴェジは次のように問題を設定する。新産業の
多くは力を必要とするわけではなく、手先の器用
さや単調さに対する忍耐力を必要とする点で、女
性のほうが適合的である。ましてや女性は低賃金
である。とするならば女性のほうがはるかに労働
力として選ばれるはずなのに、実際には新産業で
の女性の雇用はそれほど多くはない。それはなぜ
か。S．ウォルビーやH．ハートマンなどは、それを
男性労働組合による女性排除の政策に求めている
が12、組合の力の弱いところでも、必ずしも女性
が多いわけではないので、これは理由とはならな
い。このように問題を設定した上で、サヴェジは、
組合の力よりもむしろ、資本家と国家の政策の中
にそれを求めるのである。
　資本家にっいて言えば、労働力集約的な産業、
すなわち食品や電気機器においてチープレイバー
への誘引は強く、女性労働が好まれがちであるが、
チープレイバーという点において女性よりももっ
と魅力的な存在があった。すなわち不況地域から
流入してくる年少者達である。成人女性の場合は
いくら低賃金とはいえ、雇用労働に出ることによっ
て増える家事サーヴィスの購入代金をまかなうも
のでなければならないが、年少者の場合はそれが
ない。彼らのほうがはるかに魅力となる。
　国の政策も年少者の雇用を後押しするものであっ
た。たとえば電気・自動車・食品など多くの外国
籍の新産業の立地となったスローの場合、国によっ
て職業紹介所や労働訓練センターが設置されてい
た。この訓練センターは特に不況地域の独身者を
対象にしており、訓練生には18シリングのポッ
ケトマネーが与えられた。これによって組合に関
心をもたない低賃金労働者が提供されることにな
る。さらに、職業紹介所はこの地域唯一の職業斡
旋所であって、これら訓練センターでの記録をも
っものを優先的に斡旋する傾向があった。
　また一方で資本家は、フォーディズムの時代に
あって、賃金は少しぐらい高くとも定着性の高い
労働者の確保を目指して、図書館を作ったり、有
給休暇を導入したりと、家父長的な政策をも強あ
ていた。いわゆるフォーマルな労働力の創出であ
る。家事責任を担う女性には不利にならざるを得
ない。これらがあいまって、女性の雇用が伸びな
かったのであって、決して労働組合の排除政策の
せいではない。以上がサヴェジの主張するところ
である13。
　またサヴェジによって批判されたウォルビーは
次のようにも捉えていた14。いわゆる新産業はア
メリカの大量生産方式の影響を受け、効率を重視
する科学的管理方式を積極的に導入していた。だ
がアメリカのテーラー・システムがそのままイギ
リスに導入されたわけではない。ここではイギリ
ス流に改正されたブドーBedauxシステム15が用
いられた。ウォルビーによれば機械によって熟練
の分解を目指すテーラー・システムが女性による
代替を促すのに対し、ブドー・システムは労働の
強化や機械の有効利用を主眼とするたあ、女性に
はむしろ不利となる。深夜業や長時間労働を伴う
ために、工場法による規制がある女性は使いにく
11M．　Savage，’Trade　unionism，　sex　segregation，　and　the　state：women「s　employment　in　Inew　industries’in　inter－
war　Britain’，　Social　History；vol．13，no．2，1988．
12S．　Walby，　op．cit．，　p．170；HHartmann，’Capitalism，　patriarchy，　and　job　segregation　by　sex「，　in　Z　Eisenstein（ed．），
　CαPitαlist　Pαt「iα「chy　αn〔オ　the　Cαse　fbr　Socialist　Ferninisrn，　1979，　p．215．
13M．　Savage，　op．cit．
14S．　Walby，　op．cit．，　p．179．
15　ブドー・システムについては丸山優「イタリアにおけるテイラー主義とフォード主義」原輝史編『科学的管理法の導入と展
　開』1990年、152－3頁参照。
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い労働力になる。したがって労働組合も、このシ
ステムが男性の雇用を増やすという点において賛
成していたのである。確かに、たとえば1930年
にローバーの装備工場で、このシステムが女性労
働者に適用されるよう計画されたときに、女性は
反対のストライキを打ったが、男性労働組合は全
くこれに無関心であった16。
　またM。グルートとM．シュローバーは、雇用主
の選択は男性か女性かにあったのではなく、むし
ろ機械か女性かにあったのであって、一時的には
女性が使われたにしても、結局は機械に取って代
わられ、女性の雇用は増えなかったとしている17。
　このように新産業における女性の役割について
は否定的な見解が多い中で、その重要性を強調す
るのがM．グラックスマンである18。彼女は新産業
における流れ作業の労働者が女性であったことに
着目する。たしかに、雇用された労働者の数とい
う点では女性はそれほど多かったわけではないが、
流れ作業という、新産業の「新」たる所以でもあ
る新たな作業方式に携わったその意義が問題なの
である。ここではまずグラックマンの研究にした
がって、新産業における女性の地位を考察してい
く。・
H　流れ作業工場での女性労働者
（1）工場での労働状況
　流れ作業における女性の役割を、グラックスマ
ンは5っの企業を例に挙げて分析しているが19、
ここではそのうちの電気機器と食品加工を例とし
てみていく。
①モフィ・リチャーズMorphy　Richards20
　これは1936年に暖房機を製造するためにケン
トに設立された電気機器工場である。後にプレイ
ヤーのピックアップとアイロンの製造が加わり．’
特にアイロンが主力となっていった。当初は季節
的な生産であったが次第に日産5000台の通年生
産となり、それに伴い、かっては使われなくなっ
た納屋を工場として使っていたのが、1938年には
専用の工場が建てられた。競争相手との差別化を
図るたあに、安く軽い商品を目指した。HMVの
アイロンが7ポンドのときにモフィ・リチャーズ
のものは22シリング6ペンスであった。
　ケントに立地したのは部品の調達、ロンドンと
いう市場の存在を考慮してのことではあったが、
特に重要であったのが労働力の問題である。この
地にはロンドン・カウンティ・カンシルによって
建てられた大規模な団地があった。この団地はロ
ンドンの伝染病地域の住人に健康な環境を提供す
るために建設されたものであった。夫達の多くは
健康を害していたがロンドンへ通勤し、そのあと
に残された妻や娘たちが主要な労働力となったの
である。労働力はロコミで集あられた。マッリジ・
バー21は適用されていなかったが、多くは若い独
身者で、既婚でも子供がいない場合がほとんどで
あった。労働者の4分の3は女性であってモフィ
によれば、細かい部品を組み立てる仕事は女性の
仕事であり、それを想定して作業も組み立てられ
ていた。ほとんどがラインの直接労働者である。
　ラインは24の工程よりなり、各工程に熟達す
るには6ヶ月の訓練期間を要し、経営者からは1
っの技能とみなされている。作業員は1っの工程
しかできないもの、3っの工程ができるもの、す
16LGrant，　IWomen　in　a　car　town，1920－45「，　in　Pat　Hudson　and　W．　R．　Lee，　Womθ誌四〇rんαnd　Fαnzily　Economy　in
Historicαl　Perspective，　Manchester，1990，　p．236．
17　G，Groot　and　M．　Schrover，　IBetween　men　and　machines：women　workers　in　new　industries，1870－1940’，　Sociαl
Historツ，　vol．20，　no．3，1995，
18M．Glucksmann，　op．　cit．
19　Zbid．，　ch．4．
20　以下の記述はIbid．，　pp．131－7による。
21　マリッジ・バーにっいては拙稿、前掲論文、注25を参照。
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べてができるものと3っに分けられ、賃金もそれ
により異なる。ほんのわずかなものが下層の職工
長forewomanに昇格する。女性は他人との協調
性があるし、人を働かせるのにも長けているとの
理由からである。だがそれ以上の階層に女性はい
ないし、またなろうともしない。
　これに対しすべての男性は間接労働者で、部品
や完成品を運ぶ不熟練労働者から様々な段階の監
督職、エンジニア、時間計測係等々からなってい
る。ここでの方針は、不熟練労働者の男性の最低
の賃金を、女性のそれより25％高くするというこ
とであったが、しかしこれは必ずしも厳密に実行
されているわけではない。女性の場合は基本的な
時間給プラス生産高に応じたボーナスであるが、
男性の場合は時間給だからである。
　当初からブドー・システムが導入されていたが、
ラインは移動式ではなく、ラインに向かって縦に
並んだ作業員は、自分のパートを仕上げれば隣の
作業員の前におくというやり方であった。したがっ
て労働に対する刺激はプレミア・ボーナスに頼る
ものである。1，2年後にローラーが導入されて受
け渡しが効率化されたが、依然として作業のスピー
ドについては作業員がコントロールしていた。第
1次大戦後に移動式のベルトコンベアが導入され
て、労働者はベルトに対して横向きに列をなして
座るようになった。一人がミスをすれば部品がた
まり、他の人の作業にもかかわることが目に見え
るようになり、かっ収入にも響いてくる。もとも
とここの工場規律は他に比べて緩やかであるが、
むしろ内部の規制に任せようとした節がある。遅
刻に対しても特に賃金カットがおこなわれるわけ
ではないが、1人が来なければラインをスタート
できず、それはグループ全員の賃金が削減される
ことを意味する。集団的な圧力を利用したのであ
る。
22以下の記述はJbid．，　pp．95－111による。
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　労働時間は朝8時から夕方6時までであったが、
すぐに5時半までとなり、土曜日は12時までで
ある。お茶の時間にはお茶を乗せたトロリーが回
り、10分間のその間は代替要員が入る。
　会社は機械工業経営者連合Engineering
Employers　Federationには加盟しておらず、労
働組合もない。何よりも安定した雇用関係で効率
的で継続的な生産を目指そうとしており、医者を
おくなど福利活動に力を入れていた。戦後、家電
製品の需要拡大により業績を伸ばしたがThorn
EMIの傘下に入った。
②ピーク・フリーンPeek　Frean22
　ビスケットはイギリスの最も一般的な嗜好品で
あるが、ピーク・フリーンは6っある高級ビスケッ
トメーカーのうちの一っである。1870年代にロン
ドンの南にあるバーモンジーに工場を設立した。
3000人近くが働き、内半数以上が女性である。こ
こは最初に電灯を導入し、最初に電話を設置し、
最初に女性事務職員を雇いと、先進的なことでも
知られていた。同じく最初にオートメーションの
ビスケット製造機械を導入したのもここである。
ビスケットの製造を最初から最後まで一っのライ
ンに集約するため、アメリカの最新の技術を取り
入れることに努力していた。
　両大戦間、不況によって他の多くのビスケット
メーカーが問題を抱える中で、ピーク・フリーン
は新しい製品を作り、特に高級品に力を入れるこ
とで拡大した。
　ここの労働政策は比較的良好で、医師、歯科医、
眼科医が配置され、1919年にすべての従業員に1
週間の有給休暇、1929年には年金制度がスタート
している。賃金は業界の最低賃金以上に保たれ、
労働時間も1936年に48時間から46．5時間に削減
された。これら当時では稀ともいえる良好な条件
は、労働組合活動を抑えるためであり、事実労使
関係は良好に保たれていた。
　採用はすでに働いている人のつてによって行わ
れる。よい仕事と考えられていたため、学校を出
てすぐに仕事を得られれば幸運と考えられていた。
　勤務時間は朝8時から夕方6時までで、土曜日
は12時までとなる。昼食時を除いて休憩は一切
ない。労働規律は厳しく、おしゃべり、飲食等が
禁じられ、いっも監視の目が光る。
　多くは若い女性であるが、第1次大戦で未亡人
になった女性や、若い男性が少なくなり結婚でき
なかった比較的高齢の女性も少数いた。男性の場
合、焼き上げ部門の者は18歳になるとすべて解
雇された。女性の場合16歳までは補助的な仕事
を行い、16歳になると成人の仕事になる。
　ここでもブドー・システムが導入され、時間と
動作が計測された。機械が導入される以前の缶へ
の箱詰あは、すべてを一人の人間が行っていた。
自分で缶を持ってきて、ビスケットの入ったトレ
イが載ったトロリーを押して回ってくる男性から、
必要なビスケットを受け取り、見本どおりに様々
な種類のビスケットを詰あ合わせていく。箱詰め
は歩合制であり、28シリングに達しなければ解雇
される。成果が上がれば缶などを補給する男性よ
りもよい賃金を得る場合があり、これは当時にあっ
ては女性自身を戸惑わせるものでもあった。
　1930年代初めにオートメーション化がおこり、
作業が再編された。このときまでに賃金は2ポン
ド15シリングにまで上がり、待機する男性より
も5シリング上回っていた。U字型の移動式のベ
ルトコンベアを囲んで、作業員は1っか2っのビ
スケットのみを入れていくという方式になった。
これによりスピードを経営者側が管理できるよう
になった。賃金も集団の出来高に依存するように
なる。最低の基本給が決められ、それ以上はボー
ナスとして支払われる。出来高に応じて賃金が増
23　　1bid．，　p．203．
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えるのは監督職においても同様なので、直接労働
者ではなく、かっスピードを決定する監督職にとっ
てスピードを上げる大きな誘引となる。また賃金
が集団で決定されることは集団内部での規律が働
くことを意味する。かってはあった年配の女性が
やりやすい仕事を独占してしまう（焼きのよい割
れにくいビスケットを最初にとってしまうという
ようなこと）こともなくなった。すでに見たよう
にここでも福祉は充実しており、これがブドー・
システムの導入を比較的容易なものとしたのであ
る。
　ひとたびベルトが動き出すとそれが止まること
はなく、トイレに行く時間もなかったが、やがて
午前中に、次いで午後にも10分間のお茶の時間
が導入された。
　ここでは厳しいマリッジ・バーが適用されてい
た。仕事を続けたい場合は、結婚指輪を隠して続
けることになるが、見っかれば即やめなければな
らない。だが1933年になると、繁忙期には以前
勤めていた人が短期間雇われる制度が導入された。
低賃金でしかも技能を持っ彼女達は格好の労働力
であった。
　現場では厳格な男女の分業が行われていた。熟
練職種、重労働は男性、それほど訓練を必要とし
ないものは女性という具合である。だがオートメー
ション化の進行は、男性の仕事を奪い女性の比率
の上昇をもたらした。多くの独身女性が14歳か
ら65歳まで働いたが、ひとにぎりの監督職を除
いては、同じ仕事を続ける。自分よりはるかに経
験の少ない男性に従うことになるのである。
②　流れ作業と女性
　グラックスマンはこの2っのほかに音響メーカー
のEMI、食品メーカーのローンズLyons、掃除
機で有名なフーバーHooverを取り上げ、新産業
における流れ作業に従事する女性労働者像の特徴
を次の3っに求めている23。
　第1に、男女の分業が、職種の分業になってい
ることである。ラインで直接に働くのが女性、そ
してその他の様々な間接労働が男性である。そし
て女性がもっぱら流れ作業労働者として働くこと
は、逆にその低賃金、厳しい労働規律、労働過程
に対するコントロールの欠如、熟練への評価の無
視と結びっいて、既存の女性労働者像を更に強化
するものとなった。
　第2に、女性はすべてがほぼ同じ質の仕事を行
い、収入もほぼ同じであるのに対し、男性の場合
は多様な一水平的にも垂直的にも一職域に散らばっ
ていることである。っまり女性の職域はジェンダー
で規定されるのに対し、男性の場合は技能によっ
て細分化された。したがって女性は女性を軸とし
て団結することができるが、男性の場合はできな
いo
　第3に、この関係において女性は職場ヒエラル
キーの最下層を形成し、男性の支配の元に置かれ
るが、その従属の形態はかつてとは異なる。かっ
ては個々の労働者は個々の男性に従属したが、い
まや職場をコントロールするのは機械であり、そ
の機械のペースを決めるのは経営者である。支配
の形態は変わったが、支配自体におかれているの
は変わらない。
　このように新産業における流れ作業は、手先の
器用さを必要とし、わずかな訓練で習得できる反
復作業とみなされ、「女性の職業」と規定された
からこそ、女性が使われたのである。その意味で
は今までの役割分担になんら抵触するものではな
い。だがこれは新たな意味ももった。流れ作業産
業においては、まさにこの半熟練労働が中心労働
力になることによって、女性を中心労働力に据え
たのである。
　更に注目すべきは、イギリスではこの時期それ
ほど広範囲は導入されなかった科学的管理方式の
ブドー・システムが、これら5っの企業で何らか
の形で導入されていることである。後に見るよう
に、アメリカに比べて科学的管理方式に対して比
較的冷淡であったイギリスにおいては、高い割合
である。企業側はあらたな管理システムの導入を、
まず女性に対して行った。だからこそ労働組合と
の軋礫も比較的少なく、注目を集めることがなかっ
たが、着実な形で進展していたのである。たとえ
ば機械産業は男性の多い産業であり、20世紀初頭
に労働力の97％が男性であったのが、1935年ま
でにはこの新産業の発展を受けて女性が35％を占
めるにいたるのであるが24、それはただ単なる数
の増加にとどまるものではなかったのである。
　女性の地位を典型的に表すのが賃金である。す
べての女性はほぼ同じ賃金を得るのに対し、男性
は様々であるが、しかし女性の賃金は男性のそれ
の最低を上回らないようになっている。女性労働
の最大の問題点、低賃金はここでも女性を雇う最
大の理由となっている。ある経営者いわく「ある
種の女性の仕事は、女性にふさわしい賃金を支払
われる。…　　もしそれを男性と同じにしようと
すれば、その結果は産業がっぶれるだけであろう
25」。つまり賃金は仕事に対してではなく、性に対
して支払われていたのであり、これは戦前からの
慣行26である。両大戦間の各産業における平均賃
金を1．ギャゼリがまとめた表があるが27、女性の
賃金はほとんどの産業で男性の約半分であり、更
に興味深いのは、男性の賃金が産業によってかな
24　1bid．，　p．200．
25　A．August，　The　British　Worhing　Clαss　1832－1940，　Harlow，2007，　p．198．
26女性の賃金がいかにその仕事ではなく、女性であることに規定されていたかにっいては拙稿「19世紀イギリスにおける雇用
　と家庭の再編成」吉田恵子他r女性と労働』2004年、第1章、第1節を参照。
27　1．Gazeley，’Manual　work　and　pay，1900－70「，　in　N．　Craft，1．　Gazeley　and　A．　Newell（ed．），VVorh　and　Pαy　in　20th
　Century　Britain，　Oxford，2007，　p．67．
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り幅があるのに、女性の場合はどの産業でもほぼ
同じということである28。つまり何を行っている
かではなくて、女性であるということで賃金が支
払われているということが、全産業に広がってい
るのである。能力と言う点で、女性が決して劣る
存在ではないということは、すでに戦争中の体験
で明らかになっていた。にもかかわらず戦後、女
性の賃金に対する考えにはなんらの変化もない。
　だがここでも注目すべきは、流れ作業によって
プレミアム・ボ・一・7ナス制を伴う出来高給が導入さ
れたことである。ボーナス部分が比較的大きく、
作業のスピードをあげる刺激となったが、それに
よbてラインごとにかなりの賃金差が出てくる。
賃金と生産量が明確に結びっいたということは、
そこに一定の枠内に収めるようなメカニズムが働
いていたにせよ、－労働と賃金との関係を意識させ
るきっかけとなったはずである。女性が労働者と
しての自覚を醸成するきっかけでもある。またご
く例外的にピーク・フリーンで女性の賃金が男性
労働者の最低額を上回り、そのことは女性労働者
をむしろ当惑させた29とはいえ、このことも高賃
金の可能性に女性が目覚めるきっかけを与えたは
ずである。
　ただし、これらの女性の賃金が低賃金であった
という事実は変わらない。女性の労働を規定する
のは、その低賃金であり30、そこが変わらない限
り、女性の労働はいっまでもs周辺的であり、何
か不都合があれば、労働市場から退場してしまう
のを阻む力となり得ない。同時に資本には魅力的
であり、男性労働者にとっては競争相手として危
険な存在となる。であるとすれば、労働組合にとっ
てその脅威は当然深刻なものとなるはずである。
（3）労働組合の対応
　今まで女性の雇用には基本的には無関心で、そ
の雇用拡大の前に立ちはだかっていた労働組合は、
この流れ作業の導入にどのように対応したのであ
ろうか。ウォルビーの主張するように、組合こそ
が女性の就業の前の障害物であったのであろうか。
それともサヴェジの言うとおり、組合の力は大き
な要因にはならなかったのであろうか。
　この時期はアメリカ発のテイラー・システム、
フォーディズムがイギリスにも伝わった時期であ
る。だがテイラー・システムはイギリスでは、大
方の企業経営者を捕らえることはなく、そのまま
の形で導入されることはほとんどなかった31。テ
イラーの目的は、システムの導入によって高賃金
と低生産費を実現し、それによって労使の協調を
図ろうというものであったが、イギリスではこの
1930年代は、ある意味ではすでに産業平和が実現
していた時代であった。資本・労働組合・国家の
協調関係が成立しており、全国統一賃金が制定さ
れて労使関係は安定していた。したがって多くの
イギリス企業にとっては、テイラー・システムは
むしろ既存の安定的なシステムを壊すものとも映っ
たのである。
　この時期の組合運動に着目したスコットによれ
ば、組合にとって何よりも脅威となったのは多国
籍企業のイギリス進出である32。この多国籍企業
は両大戦間に急速にその数を増やしていた。1900
から09年に76、1910から19年には58増えたの
に対し、1920年代には167の増加をみている。
1931年の総括的関税法と金本位制からの離脱およ
28　たとえば1931年において、男性は最高額71．8シリング（紙、印刷）から最低額45．2シリング（炭鉱）であるのに対し、女性
　の場合は28．6シリング（自動車）から22．4シリング（レンガ、陶器、グラス）と、あまり大きな差がない（Jbid．，　p．67）。
29M．　Glucksmann，　oρ．cit．，　p．105．
30　拙稿、前掲論文、2004年。
31　イギリスでのテイラー・システムにっいては、岡山礼子「イギリスにおける科学的管理の展開」原輝史編、前掲書、参照。
32　P，Scott，’The　wolf　at　the　door：the　trade　uniQn　movement　and　oversee　multinationals　in　Britain　during　the　1930s’，
　Sociαl　History，　vol．23，　no．2，1998．
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びポンド切り下げによってその勢いは加速化し、
1935年までにその数は600を越えるまでになって
いた33。これら多国籍企業、中でもアメリカに本
拠地を持っ企業は、組合への反感を持ち、多くが
組合の少ないところに立地していた。自動車のフォー
ドでは、労働者が組合役員と話をしているところ
を見られても解雇という徹底振りであった34。多
国籍企業の多くは全国統一賃金にも反対していた
が、それは何も低賃金によるコストの削減を狙っ
ていたからではない。合同機械工組合AEUの賃
金調査によれば、多国籍企業の80％は、組合の定
めたレイトよりも多くを払っている。組合を嫌っ
たのは、何よりも制限的慣行による組合からの経
営への介入を避けるためである35。つまり現場で
の指揮管理を労働者ではなく、経営側が握ろうと
の意図からでたものである。
　このような多国籍企業の攻勢に対して組合がとっ
た戦術は、イギリスでビジネスをする以上、イギ
リスのやり方に従うべきというという方針を、国
民の支持を背景に、議会での法的規制によって確
立するよう圧力をかけることであった。この戦術
は成功したのであろうか。スコットによればそれ
なりの成果を上げ、反組合的なキャンペーンが拡
大するのを防いだ36。しかしながらウィッッスト
ンによれば、結局のところ労働者は抵抗できなかっ
たのである37。テイラー・システムにっいてもそ
の修正を行っただけで、実質的には導入され、熟
練労働者の地位は大幅に低下したという。しかし
流れ作業の導入に限って言えば、何よりも組合に
とって守るべきは成人男性への高賃金であり、流
れ作業の導入によっても男性には多くの間接労働
の場が用意され、かっ女性の流れ作業労働はあく
までも「女性の仕事」という枠内での雇用であっ
たことから、男性の雇用を脅かすものではないと
認識されたというのが実情であった。
　だが一方ですべての組合が危機意識を持たなかっ
たわけでもない、ということもまた事実である。
労働組合は男性が女性に取って代わられる場合に
は、多大の警戒心を抱き抵抗した。新産業の代表
である自動車産業の中心、コベントリーにおいて
技術の分解がすすんだにもかかわらず、いかに男
性が熟練労働者としての自己のステイタスを守っ
たかは、すでにみたグラントの研究に詳しい38。
たとえば座席のカバーを縫製する仕事は熟練を要
するものであるが、女性の仕事である限り熟練職
種とは認められない。女性は男性の監督官のもと
に置かれ、セクシャルハラスメントにさらされな
がら、男性の防衛意識に厳しくさらされていた。
　では女性の労働者は、新産業とそれに伴って導
入された新たな生産方式をそのまま受け入れたの
であろうか。トッヅによれば、なにも労働条件に
影響を与える交渉力は組合だけにあるわけではな
い。この時期の科学的管理方式の導入に戦闘的な
戦いを挑み、その影響を和らげる働きをしたのが
女性、とくに若い女性達であった39。この期間の
若い女性はともすると享楽的な消費の担い手とし
て、人々の眉をひそめさせる存在として描かれて
きたが、トッヅはむしろ労働の場における彼女達
の力に注目したのである。たとえばレスターで多
くの女性を雇っていたウォルセイWolsey
Companyは1930年から31年にかけてブドー・
システムの導入を計画した。コールビル工場にそ
33　1うid．，　p．198．
34　1うid．，　p．209．
35　1bi（！．，　p．204．
36　1bid．，　p．210．
37K，　Whitston，’Worker　resistance　and　Taylorism　in　Britainl，　Intemationαl　Reりieω（ゾSociαl　History，　voL42，1997．
38　L．Grant，　op．　cit．
39　S．Todd，’Boisterous　workers’：young　women，　industrial　rationalization　and　workplace　militancy　in　inter　war
　England，　Labour　His亡ory　Revieω，　voL68，　no．3，2003．
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の導入が決定されたのに対し340人の若い女性が、
レスターメリヤス産業組合LHUに相談すること
なくストライキにはいった。ストは別の工場にも
広がり、LHUも公的にストを支援せざるを得な
くなった。最終的には会社側と組合の合意が成立
し、ブドー・システムは導入されたが、その形態
は大幅に修正された40。彼女達は決して自己の労
働条件に無関心な労働者ではない。なによりも、
このブドー・システムが労働強化をもたらすこと、
そして確立された交渉システムに変更を強いるも
のであることを認識していた。彼女達が自分達の
ストライキを“イギリス人は決して奴隷にはなら
ない”として正当化した41のは、彼女達の意識の
高さを物語っている。これら女性の動きに対して、
ブドー・システムから直接の影響を受けない男性
熟練労働者達はむしろ敵意をあらわにしていたと
いう42。
　結局のところ労働組合は、流れ作業における女
性にほとんど関心を示さなかったといってよい。
自己の領域に侵食してくる存在とは考えなかった
のである。しかし女性たちは次第にその中で重要
性を増していった。ピーク・フリーンの場合のよ
うに、最初はマッリジ・バーを導入しながら、次
第に既婚女性を雇うようになったことに示される
ように、女性の労働力としての重要性を再確認す
るような動きも出てきている。何よりも企業が求
めた若い未婚女性には、オフィスや店員などの彼
女達にとってもっと魅力的な仕事が増えてきてお
り、工場で働くのはあまり好ましいことではない
という風潮もできっっあった43。
　では労働組合の反対が女性を排除したわけでは
ないとすれば、サヴェジの言うように、女性より
もむしろ不況地域から流入する年少者が好まれた
のであろうか。サヴェジは職業紹介所を通して彼
らが職を得たとしているが、モフィ・リチャーズ
やピーク・フリーンの場合のように、募集は主に
ってでなされ、職業紹介所はあまり利用されてい
ない44。仕事が「男の仕事」と「女の仕事」に分
類されている当時にあって、流れ作業がひとたび
女性の職業として確立してしまえば、そこに男性
が入るのは難しい。ラインには年少者もいるが18
歳になれば解雇され、年少者達にとっても望まし
い仕事ではない。また賃金も年少者のほうが女性
よりも格安というが、地方から出てくる青年達に
は下宿代も必要であり、地元の女性より安い賃金
でというわけにはいかない。マリッジ・バーの存
在にもかかわらず、既婚女性たちが雇われだして
いたということは、やはり女性のほうがより好ま
れたということであろう。女性の労働力としての
確立は着実に進んでいたのである。ではなぜそれ
ほどの増加を見なかったのか。
　流れ作業の労働は単調な仕事であるが、女性だ
から耐えられると考えられていた。仕事が二義的
な意味しかもたない女性は、仕事の質を問わない
というわけである。が、その仕事は決して楽なも
のではない。ピーク・フリーンの場合は例外であ
るが、多くの企業ではマリッジ・バーは適用され
ていなかった。なかには家族持ち、特に夫がいな
いか失業していて5，6人の子供を持っている母親
は、必死になって働くのでむしろ良好な労働者と
いう認識すらあった45。ただ多くの場合は、雇用
主が仕事の継続を望んだか否かにかかわりなく、
?????∫うid．，　p．303．
∫bi（i．，　p．304．
fうi（オ．，p．305，
KHolden，　The　Shαdoωof　Mαrriage，　Manchester，2007，　p．32，
M．Glucksmann，　op．ci亡．，p．132．
∫うid．，　p．117．
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事実上両立が困難だったから女性たちは辞めたの
である。つまり女性が中心的な労働力になるにし
たがって、労働条件も厳しいものとなっていった。
シャツ製造工場で働くある女性の場合の生活はこ
うである46。
　始業時間は7時30分であるが、6時半の送迎バ
スに乗らなければならない。バスの時間はあてに
ならず、あるときは早く着きすぎ時間をっぶさね
ばならず、あるときは遅れて工場に入れず、半日
分の給料をブイにする。ひとたび工場に入ればベ
ルトコンベアのペースに合わせて作業をしなけれ
ばならず、10時10分のお茶の時間まで、手を休
める時間は全くない。おしゃべりは厳禁、トイレ
に行くにも許可が要る。毎時間に5分機械が止ま
る時があるが、その間に遅れがあれば、それを取
り戻さなければならない。遅れはラインにいる他
の人々の収入にもかかわるため、なんとしてでも
避けなければならない。このストレスのたまる仕
事が6時まで続く。このような仕事であればこそ、
この女性はあるとき、耐えられなくなって仕事を
止めて工場を出てしまう。
　このような、流れ作業によって強化された労働
環境は、一部の女性にとっては受け入れがたいも
のであった。流れ作業の労働が女性の仕事と規定
されたにもかかわらず、新産業における女性の数
はそれほど増えてはいない理由が、ここに見えて
くる。労働組合の反対というよりは、むしろ女性
に労働者として要求される水準が高くなり、一部
の女性たちはそれを受け入れたが、別の女性たち
はそれを拒否したのである。そこには女性の雇用
を困難にする以下にみるような別の状況もあった。
皿　消費社会の中での女性の主婦化
　ところで、グラックスマンは女性労働力の供給
源を、新たに建設されたカウンシル・ハウスに求
めている。とくにモフィ・リチャーズの工場の立
地は、ここに住む女性たちを労働力と想定して決
定されたとある47。だがこの時期の住宅および新
産業がもたらした消費の拡大にっいての研究は、
まさに逆のことを示している。郊外の建設は新産
業の労働力提供の場となったのであろうか。
（1）カウンシル・ハウスにおける女性像
　両大戦間はイギリスの住宅建設において、画期
的な変化のあった時代である。1914年、住宅ストッ
クのうち10％前後が持ち家、自治体所有は1％以
下、約90％が民間の賃貸住宅という構成であった。
しかし1915年の家賃規正法は民間の賃貸を減ら
し、20年代には自治体が住宅建設に参入しカウン
シル・ハウスが増加、更に30年代になると民間
の持ち家住宅の増加という経過をたどる。第2次
大戦前夜には32％が持ち家、10％が自治体所有、
58％が民間の賃貸と、その構成は大きく変わるの
である48。
　何よりも、民間に任されていた住宅市場に本格
的に政府が介入を始あたということ、そしてその
政府が‘英雄に相応しい住宅’として提示した基
準が、今までのスラムでの住宅よりも格段に快適
なものであったという点において画期的であった。
チューダーウォルタース委員会49の定あた基準で
は、自治体の建設する住宅は、アパート形式では
なく戸建、その家も最低1階に3部屋（居間、パー
ラー、食品所棚を持った調理場）、そして3っの
46　1bid．，　p．163－5．
47　Jbid．，　p．132，
48　P．Scott，「Marketing　mass　home　ownership　and　the　creation　of　modern　working－class　consumer　in　inter－war
　Britain’，　Business　History，　vol．50，　no．1，2008，　p．5．
49この委員会の勧告は以後20年間、自治体の建設する住宅に大きな影響をあたえた（W．Ashworth，　The　Genesis　of　Modern
　British　Totvn　Plαnning，　London，1954；下紹薫監訳『イギリス田園都市の社会史』1987年、224頁）。
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寝室（内最低2っは2っのベッドを置けること）
にバスルーム、密集を避け、1エーカー当たり12
軒を超えないセミデタッチか低層のテラスハウス
で、日光が入るように広い間口を持ち、家の前後
に庭を持っ、というものである50。今までの換気
も行き届かない密集したスラムでの住宅との違い
は明白である。自治体の住宅がすべてこの基準を
満たしたわけではないが、しかし労働者階級にとっ
て初めて快適といえる住宅が供給されるようになっ
たのである。
　しかし一方でこのカウンシル・ハウスは、住民
に対しても要求するものが大きかった。マンチェ
スター郊外に建てられたウィセンショゥ
Wythenshawの場合は、次のようであった51。こ
の団地は、この時期にマンチェスターで建てられ
たカウンシル・ハウスの約3分の1の住宅を含ん
でいた。借家人はすばらしい住宅に相応しい人物
であるべきとされた。入居が予定されるテナント
は暮らしぶりがまず調べられる。清潔な規律ある
暮らし方ができるのかである。乱雑な生活ぶりに
法廷に引き出される場合もあった。下宿人を置く
ことも禁止され、家で何らかの商売をすることも
禁止であった52。
　っまりこの住宅がつくり出したのは「家庭第一」
という価値観であった。そのためにはプライバシー
を重んじ、自立した核家族とそれを成り立たせる
厳格な役割分担が必要となる。常に家を清潔に保
ち、隣近所の助けなしに家庭を運営するには、フ
ルタイムの妻が不可欠なのである。妻は、住宅が
提供する近代的で効率的な設備を使いこなす近代
的で有能な家庭のマネージャーでなければならな
い。そしてその有能ぶりは外に対して見えるもの
でなければならない。その象徴が応接間の役割を
はたすパーラーである。そこでの暮らしぶりは次
のように記述されている。「ブラインドはカーペッ
トが日焼けしないよう下ろしておかなければなら
ない。ガスは天井を汚すのでっけてはならない。
窓は風が鏡のフレームを変色させるので閉めてお
かなければならない。…最後にドアは外側から閉
めておかなければならない53」。家の一番良い場所
を、日常には使わずに客用に、特別の場合のみに
使うこのパーラーは、建築家にとっては、無用の
長物でしかない。しかし主婦にとっては、自己の
有能さを常に外に向かって見せっけることのでき
るパーラーは、是が非でも必要なものなのである。
　このような暮らしぶりにおいては、女性は外に
働きに出る余裕はほとんどなかった。そもそも新
しい団地には、子供を世話する機関もなく、近隣
の手助けを期待することもできない。共同体の絆
からも独立した家族こそが目指すべきものであっ
たので、当然の結果でもある。それ以上に何より
も主婦が働くことは、ここでの生活に求められた
リスペクタビリティに反することであった。近隣
には女性を多く雇う軽工業の工場があったが、
「もちろんそんなところに興味はありません。私
は働こうとは思っていませんから54」とは共産党
メンバーで、その夫は組合の活動家という人物の
コメントである。尊敬に値する妻は賃金のために
は働かないというのは、労働組合の関係者にも共
通した思考だったのである。つまり自治体によっ
て提供されたのは単なる住宅ではなく、まさにラ
イフスタイルとそれを支える価値観であった。カ
50　P．Scott，　oP，　cit．，　P．6，
51A．　Hughes　and　K．　Hunt，’A　culture　transformed？Women「s　lives　in　Wythenshawe　in　the　19301，　in　A．　Davies　and
　S．Fielding，　Worhers’Worlds’Culturesαnd　Communities　in　Manchesterαnd　Sα疎）rd　1880一ヱ939，　Manchester，1992．
52　1bid．，　p．87．
53　J．Vries，　The　fndustrious　Reりolution’Consumer　Behαviorαn（オ‘んθHousehol（i　Eco～zomy／650亡o亡he　Present，　New
　York，2008，　p．196．
54　A，Hughes　and　K．　Hunt，　op，　ci亡．，　p．87，
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ウンシル・ハウスこそが、家の管理者としての女
性の役割を強化したのだと考えられるのである。
　このような状況は、続いて起こった持ち家志向
によって更に強化された。建築費の低下等に伴う
住宅価格の低下、更にはローン期間が20年や25
年に延長され、頭金も5％ですむなどの貸し出し
条件の変化に後押しされて、場合によっては賃貸
で借りるよりも買ったほうが経済的という事態が
起こり、持ち家ブームが起こった55。ある調査に
よれば、結婚してから家を取得するまでの平均期
間が、2．7年という短さである56。かっては労働者
階級の価値観は、分をわきまえ、質素に借金をせ
ずに堅実に暮らすというものであった。その労働
者に年収の何年間分のローンを組ませるために、
建設業者は、持ち家を新たなステイタスとして位
置づける宣伝を繰り広げた。そこでも重要なのは、
家を清潔にかっ華やかに飾り立てる女性であった。
「家にいる女性」そして「消費する女性」が必要
となったのである。
②　勤労革命における女性
　新産業が旧産業と異なる最大の特徴は、その市
場であろう。繊維産業を筆頭に旧産業は海外をそ
の主要な市場としていたが、ラジオ、蓄音機など
の家電製品、石鹸、洗剤などの化学製品、ビスケッ
ト、チョコレートなどの食品、これら新産業の製
品はすべて国内の一般家庭をその市場とするもの
である。イギリスで初めて一般大衆が消費ターゲッ
トとなったのである。それは何よりもこの時代に
実現した生活水準の向上によるものである。K．D．
ブラウンによればそれは3っの要因によってもた
らされた。第1に、所得の再分配が機能したこと。
税制によって富裕層から徴税され、社会福祉政策
によって貧困層へ分配された。第2に、労働者の
賃金の最低ラインが、組合運動と失業手当によっ
て守られたこと。そして第3に交易条件の変化に
よって食料品の値段が下がったことである57。
　その増大する消費の決定を行ったのも女性であっ
た。この消費財の生活への侵入は、それを管理す
る主婦の役割をますます重いものとした。家庭に
おけるこの時期のひとつの大きな現象は、家事奉
公人の減少が決定的になったことである58。もち
ろん数の上ではまだまだ多くの奉公人がいたが、
若い女性の間での不人気は決定的であった。他の
雇用機会さえあれば、まず選ばれない職業となっ
たのである。いまや中産階級の女性といえども、
自身で家事を引き受けなければならない時代となっ
た。この頃から主婦の家事時間が増え始め、それ
は特に中産階級において顕著であった。1937年に
家事時間は一般には400時間が1961年に450時
間になったが、中産階級においては250時間から
450時間になったといわれるのである59。かって
は家事奉公人に采配をふるう「中産階級の女主人」
と、「労働者階級の妻」が存在していたのが、い
まや階級色のない「主婦」に取って代わられたと
されるのである60。その主婦の役割は、商品の購
入を通して近代的な家庭を作ることである。近代
社会における自己の場を職場でもなく、政治でも
なく、家庭に求める機運が広まった6ユ。
55　P．Scott，（）P．　cit．，2008，　PP．6－9．
56　1bid．，　P．9．
57K．　D．　Brown，　Britain　and　Japan：ACompαrαtive　Economicαnd　Social　History　since　1900，　Manchester　1998，　p．71．
58　すでに19世紀末から家事奉公人不足が社会問題化しており、結局この職業が最終的に消滅するのは1950年代といわれる
　（J．Giles，　The　Pαrlourαnd　the　Suburb：Dornestic　Identities，　Clαss，　Fernininityαnd　Modernity，　Oxford，2004，　p．67）。
59　S．Bowden　and　A．　Offer，’Household　application　and　the　use　of　time：the　United　State　and　Britain　since　the　1920s’，
　Econonzic　History　Review，　vol．47，　no．4，1994，　P．734．
60　J．Giles，　op．　cit．，　p．103．
61　∫bid．，　p．111，
62　S．Bowden　and　A．　Offer，　op．　cit．
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　ところでこの時代、新たに家庭に入り込んだの
は電化製品であった。この電化製品の普及のスピー
ドにっいてS．ボーデンとA．オファーは興味深い
事実を指摘している62。彼女達によればそれを買
うか買わないかは、必ずしも経済的な理由によっ
てのみ決定されるわけではない。電化製品によっ
て普及のペースに違いがあるのはなぜなのか。ア
イロンや冷蔵庫がいきわたるまでに20年以上か
かったが、ラジオやテレビの場合、普及はもっと
急速であった。彼女達によると、電化製品には時
間節約的なものと時間消費的なものの2種類があ
る。アイロンや掃除機は時間節約的であり、ラジ
オやテレビは時間消費的である。この両者におい
て人々は後者をまず選択したのだという。つまり
時間を節約するよりはその質を高めるほうに向かっ
たのである63。この選択にっいては誰が選択した
のかが問題となる。高額な支出の場合、財布を握っ
ていたのは男性であり、とすれば自分にとってメ
リットのない家事節約なものより、自分が楽しめ
る装置に向かうのは当然でもある。だがこの選択
は女性にとっても必ずしも不本意なものではなかっ
’た。ラジオを聴きながら家事をして、仕事をより
耐えやすいものとする。家事労働を節約しようと
の意識はそもそもなかったというのである。
　この時代は経済界にあってはフォーディズムや
テーラー・システムがもたらされ、それが実際に
導入されたかどうかは別としても、効率や合理性
といった言説が流布した時代である。それは家庭
にも入り込み、効率的な家事が喧伝された。国家
的な効率性の追求は産業上の効率さだけでなく、
家庭内における妻の効率性にも依存するというの
である。勤勉さがもてはやされるようになり、中
産階級の女性でも時間があることが怠惰の証拠と
考えられ、時間がないことを誇るようになった。
時間節約的な器具というのは魅力とはならなかっ
たのである。たとえば洗濯機の普及にっいて言え
ば、1930年代には実用化されたが、なかなか普及
にはいたらなかった。なによりも妻の有能さを表
すのは真っ白な洗濯物であるが、それは2、30分
煮沸することで得られるとされており、洗濯機で
はそれは得られないと考えられたのである。産業
界においては、効率性は利潤や賃金と結びっいて
インセンティブが与えられるが、賃金のない家庭
においてはそれがない。家庭でのインセンティブ
となったのは、勤勉で有能な主婦というイメージ
の外への顕示であった。
　この間の状況をJ．ヴェリスは勤労革命indus－
trious　revolutionとの観点から分析している64。
家族の経済的役割をティリー＝スコットの主張す
るような「家族経済」から「家族賃金経済」「家
族消費者経済」への変遷65と捉えるのではなく、
もっと多くの機能を保持して経済・社会の変化に
対応しかっ自立性も持ち続けていたと捉える。そ
の観点からすると、この時代は第1次勤労革命
（1650～1850）と第2次勤労革命（1950～）とに
はさまれた時期となる。勤労革命期においては、
家族は市場労働への労働力の供給と、市場におい
て生産された商品への需要の双方を強め、家族の
メンバーの多くが雇用労働に携わる。ところが19
世紀後半になると、家族が賃金稼得者と家事担当
者からなる役割分担家族へと変わり、女性は雇用
労働から身を引くのである。それはこの時期市場
で生産されたものの多くが、すぐに使用できるも
のではなく、いったん家庭内で手を加えた上で使
63　fbid．，　p．732．
64　J．de　Vries，　op．　cit．すでに前稿でも指摘したとおり速水融がindustrious　revolutionを勤勉革命として理論化しているが
　（「近代日本のindustrious　revolution」新保博、安場安吉編『近代移行期の日本経済』1979年）、ヴェリスの概念には勤勉と
　いうような道徳性は含まれないのでここでは勤労革命と訳す。
65　L．Tilly　and　J．　Scott，　Women，　Worhαnd　Farrtily，　New　York，1978．
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用することでその価値が増大する商品だからであ
る。水と石鹸が手軽に手に入るようになったが、
これには洗うという労働があってはじめて清潔さ
と結びっく。生地が大量生産されるようになった
が、カーテンに縫ったり洋服に仕立てたりしては
じめて使える状態になる。このような状況におい
ては、女性は外で雇用労働に携わるよりは、家に
いて家事に精を出すほうが家族の福祉は増大する
と判断するのである66。
　このような状況は何も都市だけの現象ではなかっ
た。両大戦間の農村における女性運動を組織した
女性協会Women「s　Instituteは、家事労働を熟練
労働として位置づけようとしていた。ある組織が
「夫はサンデーディナーを料理すべきか」との議
論を提供した時、そこでの答えはノーであった67。
主婦の仕事は技術を要するものであり、っまり主
婦は熟練労働者なのである。通常の熟練労働者が
不熟練労働者に自己の領分を侵されたくないのと
同様に、主婦の職分を不熟練の男性に侵されたく
ないというわけである。郊外でも農村でも女性の
主婦化が強まっていたのである。
おわりに
両大戦間に郊外や農村で出現していた女性像は、
明らかにグッラックスマンのいう流れ作業での女
性労働者とは矛盾するものである。典型的には、
郊外で暮らし、国家ばかりではなく近隣のコミュ
ニティからも自立した閉鎖的な家族の中で暮らす
主婦である68。すべてを自力でこなさなければな
らない有能な主婦である。科学的管理のもとで労
働強化された流れ作業での労働は、決してこのよ
うな主婦像と両立できるものではなかった。だか
らこそ、新産業は女性労働力を求めたにもかかわ
らず、女性労働者の数はそれほどには増えなかっ
たのである。労働の面でも家庭の面でも要求され
る水準が高まり、二っを兼ねることとは難しくなっ
たのである。
　だが一方で新たな主婦像には多大な金銭的裏づ
けが必要であった。それは持ち家家族の家計が厳
しいものになっていることにもあらわれている。
住居費に余計にかかる費用をどこかで埋あ合わせ
なければならない。多くが光熱費や食費でそれを
行っていた69。賃金を稼ぐことのできない妻達は、
自身の費用を削って辻褄を合わせたはずである。
その中で、見栄や体面よりも、まず経済的必要を
優先させようという層もいた。また郊外での孤立
した生活、閉塞感の中で、生活の手ごたえを外に
求めた人々もいた。そんな彼女らにとって工場労
働は願ってもない雇用であった。何よりも、他と
比べれば高い賃金は、大きな魅力であるし、生産
の中枢を担う充実感を味わったはずである。ライ
ンで結ばれた生産工程は、仲間意識を育て、労働
者としての連帯感も生まれていた70。納得のでき
ない要求にはストで対抗する行動力も持っていた。
　女性労働にとって両大戦間は単なる停滞期では
ない。新産業が発展することでより質の高い労働
者像、主婦像が求められるようになり、その中で
女性たちがそれぞれの選択を行った結果としての
濃密な時期なのである。
66　1bi（i．，　p．199．
67　M．Morgan，”The　women‘s　institute　movement－　the　acceptable　face　of　feminism？「，　in　S．　Oldfield（ed．），　The
　Wo「hin9－（1a二y　World：HZoηze／zむLivesαnd　Culture在s）in　Britαin　1914－1945，　London，1994，　p．34，
68　A．Hughes　and　K．　Hunt，　op．　cit．，　p．92．
69　P．Scott，　op．　cit．，2008，　pユ7．
70仕事の中で得た喜びを多くの女性が表明している（A．August，　op，　cit．，　p．203）。
15
